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うららかな春の陽気に包まれ、４月８日（火）新任式、始業式を行い、令和７年度
がスタートしました。お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。校庭の桜は、今年もこどもたちを
出迎えようと少し足踏みしながらゆっくりゆっくり咲き始め、この時を待っていたかのように見事に咲
き誇っています。こどもたちの元気な声が校内にあふれ、賑やかな毎日が戻ってきました。また一つ進
級し、ちょっと得意げな顔をしているかわいいこどもたちの表情を見ていると、これからの一年がとて
も楽しみです。
今年度は新入生２４名を迎え、全児童１５４名で学校生活が始まりました。「一人ひとりを大切にし

た、笑顔いっぱい、やさしさいっぱい」の学校を合言葉に、「石北小の当たり前」を大切にしながら、３
A運動の躍進・進展に取り組んでいきます。「一人ひとり」とは、学校の主役の「児童」をはじめ、児童
を支える「保護者」、「地域」、そして「教職員」もです。こどもたちが「できるようになった。分かるよう
になった。だから学校は楽しい。」と思い、保護者が、「登校させて安心。こどもたちの成長が楽しみ。」
と感じ、地域の方が「応援・支援のしがいがある。」と協力してくださり、そして教職員が「やりがいが
ある。石北小でよかった。」と振り返られるような学校づくりを目指し、こどもも保護者も地域も教職員
も笑顔で生き生きと学ぶ学校づくりに取り組んで参ります。
今年度も、教室で授業における学び合い活動と共に、生活科や総合的な学習の時間を中心とした

様々な活動を通して、こどもたちが地域に出て、様々な人と関わることを大切にしていきたいと考えて
います。
ご家庭でも、ぜひお子さんとたくさん話をしてください。お子さんに、「なぜ、どうして。」と語りかけ

てください。そして、「どうしたいのか、どうすればいいのか。」ということを、こどもたち自らが対話の
中から考え、行動に移していけるよう励まし、見守ってあげてください。多くの方との関わりの中で、こ
どもたちは大きく成長していきます。地域、保護者の皆様と共に、石橋北小学校のこどもたち一人ひと
りを大切に育てていきたいと思います。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
新学期にあたり、始業式では、こどもたちに頑張ってほしいことを２つ話しました。

1、「時間の足し算の話」

毎年、１年足し算されていきます。今まで頑張ってきたことが積み重なって、今の皆さんになりま

した。時間は、引き算することはできません。でも、これからどんな時間を足し算していくかは、自分
で決めることができます。
こうなりたいと思う自分に向かって努力を続けていくことで、よい時間が足し算されていきます。

一年後にどんな自分になるか楽しみです。

２、「新１年生との約束の話」

入学式で、１年生と次の３つを頑張ってほしいと話すので、上級生には、そのお手本となってほし
いとお願いしました。一つ目は、「進んであいさつしよう。」、二つ目は、「話をよく聞こう。」、三つ目
は、「友達と仲良くしよう。」です。
ここにいる皆さんは、全員上級生、１年生のお兄さん、お姉さんです。みんなのためにできること

を考えて、入学してくる１年生に、よいお手本を見せてください。



児童を代表して、2年代表児童、４年代表児童、６年代表児童が、昨年をふり返り、さらに「今年が
んばりたいこと」を発表しました。また、1年生に優しく声をかけたい、お友だちや家族に優しくしたい、
お友だちと仲良くしたいと、発表しました。３人とも今年の目標をしっかりもち、一人ひとりのつながり
を今以上に温かく確かなものにしていきたいという思いが伝わりました。今年一年間を充実したもの
にしようという気持ちにあふれた発表でした。
２年 代表児童 ４年 代表児童 ６年 代表児童 入学式 歓迎のことば６年代表児童

春らしいぽかぽか陽気の４月10日（木）に、入学式を
行いました。2４名の１年生が石橋北小学校の仲間となり
ました。下野市長坂村哲也様をはじめ多くのご来賓の皆
様、保護者の皆さまと６年生の見守る中、温かな雰囲気
で式を挙行することができました。新入生は、緊張しなが
らも元気に返事することができました。しっかりした態度
でとても立派でした。
式の後は、記念写真を撮り、少し緊張もほぐれました。

そして、６年生と多目的ホールで交流しました。ほっとした
表情を見せ、６年生の読み聞かせを一生懸命、真剣に、

聞いていました。かわいい１年生を前に、６年生は、優しい笑顔で、姿勢を低くして目線を合わせて接
して、とても微笑ましく頼りになる姿でした。
４５期生の石橋北小学校での６年間が豊かなものになりますよう、教職員力を合わせてこどもたち

の成長を支えて参ります。


